
（
仮
称
）
東
京
都
食
品
安
全
基
本
条
例
制
定
等
に
関
す
る
意
見
書 

 

Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
、
Ｏ
１
５
７
、
残
留
農
薬
、
偽
装
表
示
問
題
な
ど
相
次
ぐ
食
品
に
ま
つ
わ
る
事
件
、
事
故
な
ど
が
日
本
国
内
外
で
発

生
し
、
消
費
者
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
食
品
に
対
す
る
不
安
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
五
月
、
国
は
よ
う
や
く
食
品
行
政
の
立
ち
遅
れ
を
解
決
す
る
た
め
、
食
品
安
全
基
本
法
を
制
定
し
、
第
三
者
機
関
と
し
て

の
食
品
安
全
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
、
一
時
の
熱
気
は
冷
め
て
し
ま
い
国
会
審
議
は
極
め
て
低
調
で
不
十
分
な
状
況
で
す
。

内
容
と
し
て
は
第
一
に
「
消
費
者
の
安
全
、
健
康
を
求
め
る
権
利
」
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
消
費
者
を
保
護
の
対
象
と
し

か
見
て
い
ま
せ
ん
。
第
二
に
は
基
本
的
な
方
針
の
策
定
に
お
い
て
「
予
防
原
則
に
基
づ
い
た
安
全
評
価
」
が
不
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
第
三
に

は
共
通
の
危
険
認
識
や
食
品
安
全
委
員
会
に
お
け
る
十
分
な
市
民
参
加
が
で
き
て
お
ら
ず
、
食
糧
政
策
を
含
め
た
生
産
か
ら
消
費
に
至
る
施
策
の
総

合
性
の
確
保
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
食
品
衛
生
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
「
輸
入
食
品
監
視
指
導
計
画
」
を
定
め
る
と
き
は
、
必
要
事
項
を
公
表
し
、
広
く
国
民
の
意
見
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
東
京
都
は
（
仮
称
）
食
品
安
全
基
本
条
例
を
早
期
に
制
定
す
る
と
し
て
い
ま
す

が
、
条
例
づ
く
り
に
あ
た
っ
て
は
「
食
」
と
い
う
都
民
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
政
策
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
市
民
参
加
の
確
保
が
重
要
で
、
そ
の
内

容
は
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
東
京
都
に
対
し
、
左
記
の
事
項
を
条
例
に
盛
り
込
む
と
と
も
に
、
各
区
へ
の
対
応
に
つ
い
て
強
く
要
請
し
ま
す
。 

記 

一 

条
例
の
基
本
理
念
と
し
て
、
都
民
の
生
命
と
健
康
を
侵
さ
れ
な
い
権
利
を
明
記
す
る
こ
と
。 

二 

生
態
系
に
影
響
の
あ
る
「
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
」
に
つ
い
て
は
、
基
本
方
針
と
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
施
策
や
消
費
者
の
選
択
権
の
確
保
、

検
査
体
制
の
強
化
を
盛
り
込
む
こ
と
。 

三 

食
習
慣
や
食
文
化
を
十
分
生
か
し
た
都
独
自
の
「
安
全
基
準
」
や
「
誘
導
基
準
」
、
特
に
農
薬
や
添
加
物
の
蓄
積
性
が
問
題
と
な
る
子
ど
も
に

対
し
て
は
、
「
子
ど
も
基
準
」
を
設
定
し
明
記
す
る
こ
と
。 

四 

食
品
衛
生
法
に
基
づ
き
、
各
区
が
「
監
視
指
導
計
画
」
を
策
定
す
る
と
き
は
、
地
域
の
事
情
に
合
わ
せ
て
計
画
に
市
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 
 

平
成
十
五
年
十
二
月
九
日 

江
戸
川
区
議
会
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長 
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東
京
都
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